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Abstract: The purpose of this work is to reveal problems of children with physical disabilities when writing numerical
expression and to propose a note-taking software as one of the alternative methods, which is for elementary and junior
high school students. To accomplish this, first, interview about writing in arithmetic and mathematics was conducted
to students and adults with physical disabilities, teachers of special needs education and staff of welfare facilities.
Then, the prototype of the software was also demonstrated to them and received the feedback. Second, the measure-
ment of speed in writing equations and fractions was performed by students with physical disabilities. The results
showed the specifications that are required in note-taking software. It was found that the activity of writing calcula-
tion formulas by their hand affected excessive burden to persons with physical disabilities and was suggested that is
not essential in learning. In future work, we will make the software and will consider case studies.
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コンテイク, 録音や写真撮影の許可, 手話通訳, ビデ
オ教材の字幕付け, リーディングサービス等), 実施
方法の調整や変更 (座席配慮, 試験時の別室受験や時
間延長, 解答方法の配慮, 休憩室の確保等), ティー
チングアシスタント, 口述解答等の人的支援, 機器の





































































プA, B の疾患等の種別, グループ B, C の高等学校
の種別等は問わないものとした.
本研究では, グループAおよびグループ C (教員)
に対するインタビューは愛知県内の特別支援学校で実
施した. グループAのインタビュー協力者の人選は,
グループ C の教員によって, 在籍する児童生徒のう
ち特に筆記が困難だと思われる児童生徒を人選してい
ただいた. グループ B, グループ C (福祉施設職員)
は愛知県内の多機能型事業所 (就労以降支援, 就労継





































を実施した. グループ B, グループ Cに対しては第 3
項目に関するインタビュー (数式エディタプロトタイ
プへの意見も含む) を行った後に第 1項目, 第 2項目







(以下, 筆記テスト協力者) は, 表 1 に示したグルー
プ Aのインタビュー協力者とした. 筆記テスト協力

























(付録 1, 2, 3, 4 参照) を作成した. 各課題はA4 サ
イズ (縦) に 10mm 幅の罫線入りとした. これは筆
記テスト協力者 A1, A2, A3 が日頃学校での数学授
業で用いている計算用紙と同じ様式とするためである.
なお, 各課題には 2つの数式があり, 解答に達するま
での途中の式が記載されている.
文字式の加減算 (以下, P1, 文字式課題, 付録 1)
数値のみの加減算 (以下,P2,加減算課題,付録 2)
文字式の筆算による加減算 (以下, P3, 筆算 (文
字式) 課題, 付録 3)
数値のみの筆算による加減算 (以下, P4, 筆算
(数値) 課題, 付録 4)




助言と授業での様子より, 再編集を行った (表 2).
そこで, 筆記協力者A1 には加減算課題 (付録 2) の
括弧を展開した問題とした. 筆記テスト協力者A4 は
筆算 (数値) 課題を選択したが, 図 1のように, 高さ














の筆記テスト協力者には, 高さ 700mm のテーブル
(岡村製作所製, 型式 8189SF) と肘掛け付き事務用
































筆記テスト協力者 A1, A2, A3 は表 2 に示した 2
課題, グループ N の筆記テスト協力者は 4 課題を 1
回ずつ行うが, 連続しては行わず, 1 課題実施後に休
憩時間を設けた後, 次の課題を実施した. その時の時
間計測は 1課題ごとに行い, 筆記開始から筆記終了を
目視にて確認し, その経過時間 (以下, 筆記時間) を
ストップウォッチで計測した. なお, 筆記テスト協力







プ Aへのインタビューは, 特別支援学校での 1 限あ
たりの時間 (40 分) を越えることはなく, 過度な負
担をかけることはなかった. グループ B, グループ C















































































































筆記テスト協力者はグループ Aの 4 名 (すべて男
子, 表 1) と, グループ N の成人 3 名 (男性 2 名,
女性 1 名) で実施した. グループ Aの筆記テスト協
力者において, A3 は利き手, 筆記とも左手であった.








た. 1 名は利き手が左手であったが, 普段より右手で
筆記しているため特段の問題はなかった.
実験に要した時間は, 準備, 実施方法の説明, 練習,
本試行を含めて一人あたり 30 分程度であり, 特別支













A2 (図 3) は, 右手側で紙を押さえながら筆記し,
一般的な学校備品として用意された机と椅子を利用し





















() 筆記の様子 () 筆記された数式の例
図 筆記テスト協力者
() 筆記の様子 () 筆記された数式の例
図 筆記テスト協力者
() 筆記の様子 () 筆記された数式の例
図 筆記テスト協力者





P2, P3, P4) の筆記時間は, 図 6 に示す結果が得ら
れた. グループ Nの筆記テスト協力者は, 全ての課
題に対して 1 分以下であった. またグループ Aとグ
ループNの筆記時間差の最小値は 1分 6 秒 (課題 P3
実施時のA3と N3 の差) であり, グループAは筆記
時間 1分を下回ることはなかったことから, グループ
Nに対して倍以上の筆記時間を要した.
同じ課題 (P1, P2) に取り組んだ筆記テスト協力
者 A1 と A2 において, どちらも A1 の方が筆記時間
が長く, 課題 P2 では 1 分, 課題 P3 では 54 秒の差が
あった. 同様に課題 (P1, P2) を実施した時のグルー
プ N内の筆記協力者間の最長最短時間の差を比較し
たところ, 課題 P2 では 2 秒, 課題 P1 では 1 秒の差
であった. また, 筆記テスト協力者A3 が実施した文
字式を含む課題 (P1, P2) の筆記時間の差とグルー
プ N内での最長最短時間の差を比較したところ, 前











慮事項がある. 2014 年現在, 大学入試センター試験
においては肢体不自由がある場合, 数学は 1.5 倍まで
の時間延長が認められている15). そこで, グループN
の筆記テスト協力者が実施した各課題 (P1, P2, P3,
P4) の筆記時間の最大値を 1.5 倍した比較用筆記時間




較はできないものの, 最も小さい場合でも 1.5Na に
対して 2.9 倍の筆記時間 (課題 P3, 筆記テスト協力
者A3 の時) であった. この問題に対する対応策とし
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